

























単離された DMP1 陽性骨細胞は，alkaline phosphatase (ALP) を発現せず，一方で，gp38，SOST，
RANKL，および osteoprotegerin (OPG) をいずれも発現することが観察された。単離された骨細胞は，
3 dyn/cm2 または 12 dyn/cm2 のシェアストレスに対して同程度のカルシウム応答能を示し，カルシ
ウム応答率は 3 dyn/cm2 群：19.5 %，12 dyn/cm2 群：23.5 % であった。アクチンの細胞内動態解析から，









学 位 の 種 類　 ： 博　士　　（　歯　学　） 学 位 記 番 号　 ： 歯　博　第　7 5 7 号
学位授与年月日　 ： 平 成 2 8 年 ３ 月 2 5 日 学位授与の要件　 ： 学位規則第４条第１項該当
研 究 科 ・ 専 攻　 ： 東北大学大学院歯学研究科（博士課程）歯科学専攻
学 位 論 文 題 目　 ：  骨細胞のメカニカルストレス応答過程におけるアクチン細胞骨格および
RANKL の細胞内動態に関する研究


























単離された DMP1 陽性骨細胞は，alkaline phosphatase (ALP) を発現せず，一方で，gp38，SOST，
RANKL，および osteoprotegerin (OPG) を発現していた。単離された骨細胞は，3 または 12 dyn/cm2
のシェアストレスに対して同程度のカルシウム応答能を示し，カルシウム応答率は 3 dyn/cm2 群：
19.5%，12 dyn/cm2 群：23.5% であった。アクチンの細胞内動態解析から，カルシウム応答を示した
骨細胞において，カルシウム応答後 19.1 ± 6.0 分でアクチンの再構成と細胞全体の形態変化が誘導され，
一方，カルシウム応答を示さなかった骨細胞ではこのような変化はなかった。さらに，RANKL の細
胞内動態解析から，カルシウム応答を示した骨細胞では，カルシウム応答後の細胞の形態変化に平行
して，RANKL が細胞核周囲へ集積した。
本研究によりメカニカルストレスを感知した骨細胞では，カルシウム応答の約 20 分後にアクチン線
維の再構成に伴う細胞の形態変化，および RANKL の細胞核周囲への集積が誘導されることが明確に
立証された。本論文は歯科臨床，とりわけ，矯正学分野において有用な知見を提供しており，博士（歯
学）の学位論文に相応しいと判断する。
